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には疑義が残らないわけではな く,直接的証拠を与えて くれ る精密なⅩ線回折
測定が期待され るゆえんである｡
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京大埋 遠 藤 裕 久
液体金属の輸走現象に恥 しての Zimaま)の理論は液体金鹿の多 くの実験結果
の解折や理解に役立ってきたOしか しながら nea.fly free eleCtrOn近似




idott による帝告 もあって ,理論的にもまだまだ未解決な状辞である.
一方実験的立場からみ ると電気抵抗,ホール係数, Nrt/iR ,ESFL,暖電子
消滅法による電子運動量分布の測定等多 くの精度の高い音夜体金属の物理的性質









なぞを解 く方向- 向けての一つの意欲的な実験である｡ 彼等による等圧,等密
度にある液体 鞄 の電気抵抗の温度依存性の測定結果から,一定密度下では




(A) 高圧下での液体金属の軽々柏の フェル ミ面と電子状鮮
上記の問題 と幾分関係したテーマを述べ ようO最近金属の融点 と圧力の関係








半導体 Te∴早さが考えられるO これ らの物質は融点以上 100- 200℃温度
領域でホー ル係数の値は正であ り,抵抗の温度係数も負で更に温度を上昇す る
と抵抗の鹿度係数は正に変化し金鼠的性質を示す｡ 半導体 ･→ 金属-の遷移の
圧力和束は,前述の H才の CriticaJIpoint近傍,即ち高温 (1500℃ ),
低密度 (- 4才/ca)の舘域の Mottの第二稜金属⊥絶縁体転移点近傍のフェ












液体状鐘におけ るイオンの個別運動を:取り去 った状態,云わは液体を連結 し
た状静を髄低温に保持 した下地に全属を蒸着する方法で非晶金属薄膜 を作成 し,
電気的 ･磁気的性質を訴べようとする試みが盛んであ るO特に半導体,Biの
超伝単,叉その不純物効果,Ni等の強磁性金属のキュー 1)点の変化等の研究l
があるo H才,Ga.'Bi 等の非常に過冷去ほ し易い金属の液体薄膜 に Bi薄膜
で見出された ような童子効果が見出されないであろ うか｡
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豊田理研 武 内 隆
名 大 工 野 口 精一郎
液体金属に隣す る Zima･n等の n中 ly 士･reeelectronmodell)は多く
の金属に適用できるようであるが,H甲に対 してほ Mottの low st机e-
2)
a_ensity mod_el が より多 くの事実を説明するのに適 してい るように思われ
る｡ ここでは IT､′三〇七七の moaelに立 って H才合金系の熱電能 (S)と電気抵抗
(p)を検討す るO
毎々の研究者の実験結果をまとめると Hgの 回 と P は添加元素に よって
次の ように変化す る｡
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